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岐阜県郡上市八幡町には多種多様な水利用施設が現存しており，その管理形態には同種の水利用施設で

あっても違いが見られる．水利用施設を保全していく上では，管理という行為は必要不可欠であり，その

管理の実態把握を行うことには有意性があると言える。本研究では，郡上八幡の中心市街地を対象として，

主に共同の水利用施設の管理実態調査を行った．その結果，管理形態には多様性があり，住民らが自らの

地区の課題や現状に合わせて，柔軟に管理形態を決定する主体性を有していることが要因となっているこ

とが明らかとなった． 
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1.	
 はじめに 
 
 (1)	
 研究の概要 
	
 郡上八幡の中心市街地一帯には，井戸や水路，更には

水舟やエイ箱と呼ばれる地域固有のものまで多種多様な

水利用施設が現存している．そうした水利用施設が有し

ている多様性は，大きくは水源や用途等の違いによるも

のであると言えるが，より細密に見ていくと，管理形態

の違いによっても多様性が生まれていると考えられる．

例えば，同じ水路であっても，管理の主体は，個人や班，

組合，行政等多岐に渡り，さらに言えば，水量の管理や

掃除の方法といった管理の仕組みにも違いが見られ，そ

れが水利用施設の風景に多様性をもたらしている． 
このように，管理形態の違いに着目することで，水利

用施設がある風景をより多義的に捉えることができ，ひ

いては，水利用施設を下支えする管理のメカニズムが明

らかにできると推察される．また，そのメカニズムを成

り立たせている知恵や技術，またはコミュニティの様態

を明らかにすることができれば，今後の水利用施設の保

全に対する新たな見識が得られると考える． 
	
 以上の背景から，本研究では郡上八幡の中心市街地に

現存する水利用施設を対象とし，それらの管理主体や取

り決めといった管理形態を明らかにすることを目的とす

る．その上で，郡上八幡における水利用施設の管理形態

に見られる多様性とその要因について考察する． 
 
(2)	
 既存研究の整理	
 
a)	
 郡上八幡の水環境を対象とした研究 
	
 中嶋ら 1)は郡上八幡中心市街地内の複数の地区におい

て，水利用の組織・目的・決まり事の変遷を明らかにし，

水辺空間を基盤とする地域コミュニティの形成と維持過

程を明らかにしている．また，1970 年代に行われた渡
部らによる一連の研究成果 2) 3) 4)では，郡上八幡における

伝統的な水利用と管理の仕組みが詳細に記録されている．

加えて，筆者の先行研究 5)では，郡上八幡中心市街地の

一部地域において，水利用施設の管理組織の実態把握及

び管理組織と他の住民組織との関係性を明らかにしてい

る．その他，笠ら 6)による水システムの持続性に関する

研究や荒井 7)による水路網と音環境に関する研究など，

現在まで水を主題とした研究が多数蓄積されてきている． 
b)	
 水利用における管理に着目した研究 
	
 水利用における管理に着目した既存研究を概観すると，

本田ら 8)の農業用水の管理形態を扱った研究や，山崎ら
9)の集落全体の管理システムの一形態としての水の管理

システムを扱った研究など農業や集落運営の一部として

の水利用管理の研究は各分野でなされている．とりわけ，

環境社会学の分野では，野田 10)による針江における水資

源を利用した観光実践に関する研究や，橋本 11)による水
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利慣行に関する研究など，共有環境資源としての水資源

の利用及び管理のシステムを扱った研究が数多くなされ

てきている．また，鈴木ら 12)の研究や，沢ら 13)の研究な

ど水の利用形態と空間構造との関係性を明らかにするこ

とで，空間構造的側面から水利用の保全を論じている研

究も多数存在している．一方，個々の詳細な水利用施設

の管理に着目した研究は，吉住ら 14)の島原市船津地区の

浜ん川と呼ばれる共同洗い場を対象に，共同での利用及

び管理を支える仕組みについて論じた研究があるものの，

管見の限りでは未だ蓄積の少ない分野であると言える．  
 
(3)	
 研究の方法 
本研究では，郡上八幡の中心市街地を対象として水利

用施設の管理実態を明らかにするため，まず郡上市が発

行している水環境に関する調査報告書 15) 16)を参照し，水

利用施設の分布の把握を行った．その後現地調査を行い，

水利用施設の分布を確認した上で，各水利用施設の管理

形態について，周辺住民や自治会長，行政職員等にヒア

リングを行うことでその実態を把握した（表-1 参照）．	
 
表-1	
 ヒアリング調査概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.	
 郡上八幡における水利用の概要 
 
 (1)	
 対象地の概要	
 
	
 

	
 

 
 
 
 
 
 
図-1	
 郡上八幡位置図	
 

	
 岐阜県郡上市八幡町は岐阜県のほぼ中央に位置してお

り，人口 14,090人・世帯数 5,442（ともに平成 29年 1月
現在 17）），面積 242.30km2であり，面積の 92%を山林が
占めている. 町全体の人口のうち凡そ 5,000人強が居住し
ている※1中心市街地は，長良川と吉田川の合流地点に位

置し，中心市街地を東西に走る吉田川を挟んで，通称北

側を北町，南側を南町と呼んでいる． 

	
 三方を山に囲われた盆地に位置しており，年間降水量

は 2628.3mm18)と全国的に見ても多雨な地域である．周辺

部に降った雨水は，乙姫川や武洞谷といった谷筋に集ま

り，中心市街地内を流れて吉田川へ貫流する．また，地

層的に中心市街地南部一帯は，石灰岩層が古生層を貫い

て地表面に表出しており，加えて複雑な褶曲構造をして

いるため保水力に富んだ地形が形成されている．そのた

め，雨水は石灰岩層を浸透していき，良質な伏流水とな

って井戸水や湧水として利用される． 
 
 (2)	
 中心市街地の水路網と水利用施設の分布	
 
	
 図-2 に中心市街地における水路網を示す．水路網の

骨格は主に吉田川，小駄良川に貫流する 4本の谷川と三
本の幹線水路によって形成されている．三本の幹線水路

の内，北町には小駄良川を取水源とする北町用水と初音

谷を取水源とする柳町用水の二本の幹線水路が流れてお

り，南町には吉田川を取水源とする最大の幹線水路であ

る島谷用水が市街地を横断する形で流れている．その他

に，乙姫川を取水源とする，乙姫用水，最勝寺用水，慈

恩寺用水，吉田川沿岸を流れる穀見用水，中心市街地の

東側の外れに位置する東町地区を流れる犬啼用水，そし

て郊外の住宅地である小野地区から流れ込んでいる小野

用水が存在する．	
 

	
 また，図-3 に水利用施設の分布を示し，以下に特徴
的な水利用施設の概要を記す．	
 

【水屋・水舟】	
 

	
 水舟とは，二～三段の階段状になっている水槽に谷筋

に集まる山水もしくは岩盤から湧き出している湧き水を

パイプで導水した施設であり，水舟に屋根がかかってい

るものを水屋と呼ぶ．上段程きれいな水を必要とする用

途に使われ，上段は飲用水，中段はすすぎや食品洗い，

下段は汚れ物洗いや野菜の泥落としなどに使われる．山	
 

際の斜面沿いの地区に集中的に見られる．	
 

【湧水井】	
 

	
 湧水が湧き出している地点に，水舟と同形状の水槽が

地面レベルに設置されている施設を湧水井と呼ぶ．名水

百選第 1号に選定された宗祇水はこの湧水井に属す．水
舟同様に斜面沿いや，川沿いにも見られる． 
【洗い場・カワド】	
 

	
 洗濯や野菜を洗うために設けられた足場などの施設を，

水路沿いにあるものを洗い場と呼び，川沿いにあるもの

をカワドと呼ぶ．  
【エイ箱（エ箱）】	
 

	
 用水から敷地内に水を引き込み，現在では主に観賞用

の鯉を飼うのに利用される小型の水槽をエイ箱もしくは

エ箱と呼び，家の軒先に設けられている．  
【せぎ板】	
 

	
 水路，もしくは小河川に設けられた溝に差し込み一時 
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的に水を貯めるための板をせぎ板，もしくは単にせぎと

呼ぶ．日常的な洗い物や夏の打ち水，冬の融雪時に頻繁

に使われ，水流を分岐させる際などにも用いられる． 

	
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	
 

	
 

	
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
	
 

 
 
	
 こうした水利用施設以外にも，水路を生かしたポケッ

トパークや防災用水門や防火水槽も各所に設けられてお

り，豊富な水資源が多面的に生活の中で利用されている． 

図-2	
 中心市街地の水路網図（文献15の八幡市街地用水路流路網図を参照し筆者作成） 

図-4	
 水屋 図-5	
 湧水井（宗祇水） 図-6	
 カワドとせぎ板 図-7	
 エイ箱 

図-3	
 水利用施設の分布（文献15の水関連施設のプロット図を参照し筆者作成） 
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3.	
 水利用施設の管理実態調査 
 
 (1)	
 調査の概要 
	
 本調査では，中心市街地に現存する水利用施設の内，

主に共同の水利用施設を調査対象として管理の実態把握

を行う．そのため、個人の敷地内に存在する井戸や寺社

境内の庭池への導水施設等は本調査では調査の対象外と

する．表-1 に示した方法により，水利用施設の周辺住
民や自治会長，行政職員に対してヒアリングを行い，管

理活動の有無，管理主体，清掃方法等の管理実態を把握

した． 
 
(2)	
 水利用施設の管理形態 
	
 水利用施設の管理実態を整理するにあたっては，点的

な水利用施設（井戸・水屋・湧水井）と，水路及びカワ

ドやせぎ板等の水路に付属する水利用施設とに分けて整

理した． 
a)	
 点的な水利用施設の管理 
	
 表-2 に点的な水利用施設の調査件数と管理活動の有
無の調査結果を示す．また，管理活動が存在した水利用

施設の管理形態を表-3に示す． 
	
 	
 表-2	
 点的な水利用施設の調査件数と管理活動の有無 

 
 
 
 
表-3	
 点的な水利用施設の管理形態の詳細 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
b)	
 水路及び水路に付属する水利用施設の管理 
	
 図-8 に示した水利用施設の管理形態を整理したものを

に表-4 示す．なお，ここでは主に日常的な管理主体が存

在し，清掃や水量調整といった管理活動が存在している

ものを取り上げて示している． 
 

4.	
 水利用施設の管理形態における多様性 
 
 (1)	
 水利用施設の管理形態おける多様性とその要因 
	
 表-3 及び表-4 に示したように，水利用施設の管理の
主体及び仕組みは多様であり，同じ水利用施設であって

も場所によって管理の仕方に違いがあることが明らかと

なった．例えば，管理主体では，班や町内会といった字

単位の組織が主体である場合もあれば，組合を組織し組

合費を集めることで町内会とは別会計で管理をおこなっ

ている主体も存在している．また，せぎ板を例に取って

みると，柳町町並み保存会では作成する際に半額が支給

される仕組みとなっているが，職人町町並み保存会では，

保存会から支給する形式になっている．一方で、乙姫川

沿川では，完全に個人管理の形態をとっている． 
	
 こうした多様性は，管理形態がそれらが所在する地区

の住民によって，実情に合わせて主体的に決められてい

るためであると考えられる．例えば，職人町では元々は

当番制での管理体制を採っていたが，高齢化が進み掃除

がかなりの負担になる住民が増えてきたために，個人で

の清掃方法に切り替えている．その他にも，下尾崎町の

隣合う水屋（表-3 中の水屋 No.5 と No.6）では，元々は
別々に水屋組合を組織していたが，片方の水屋組合が空

き家の増加により運営が困難になっていたために，二つ

の組合を統合することで管理活動を持続させている． 
	
 このように，各地区の住民が自らの地区の課題や現状

と照らし合わせて，柔軟に管理形態を変化させており，

そうした自らによる問題解決力が主体的な管理を支え，

結果として町全体で捉えた際に，管理形態の多様性とし

て顕現しているものと考えられる． 
 
(2)	
 施設の変化による管理の多様性の低下 
	
 一方で，水路の暗渠化や井戸への電動ポンプの導入な

どが進み，管理が簡略化されている地区も少なくない．

管理負担を軽減させることで施設を存続させているが，

一方ではこうした管理の簡略化は，主体側が行う管理行

為を最少化させ，水を管理する上で必要な知恵や技術，

さらには問題解決力を身体的に会得する機会を失わせて

いる．それは結果的に，住民による主体的な管理体制を

支える自治力の低下につながり，管理形態の多様性も失

われていくことにつながると言える．したがって，住民

が持つ主体性と自治力が継承されるような水利用施設の

在り方を議論する必要があると言える． 
 
 
5.	
 まとめ	
 
	
 

	
 本研究では，郡上八幡の中心市街地に存在する水利用

施設の管理実態を把握し，その多様性を示した．また，  
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図-8	
 水路及び水路に付属する水利用施設の分布図（文献15の水関連施設のプロット図を参照し筆者作成） 

表-4	
 水路及び水路に付属する水利用施設の管理形態の詳細 
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こうした多様性の要因として，住民自らによる問題解決

力と主体性に言及した考察を行った． 
	
 今回の調査によって水利用施設の形と管理のかたち

が表裏一体であることが具体的に明らかとなった．また，

その両者及び関係性が変化していることも伺えた．水利

用施設の保全を考えていく上では，この変化を前提とし

た在り方を考えていかなければならない．そのため今後

の研究として，水利用施設と管理の変遷の把握を行い，

施設と主体のインタラクティブな関係性についてより深

く考察していきたい．	
 

	
 

補注	
 

※1	
 中心市街地部のみの人口については、「郡上市 八幡都市

計画マスタープラン」（平成 28 年 4 月発行）の P.8 に記載さ

れている地区別の人推移の表を元に算出している。 
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DIVERSITY AND SUBJEJECTIVITY OF WATER USAGE FACILITIES 
MANAGEMENT IN GUJO HACHIMAN 

 
Seiya INOMATA, Yoh SASAKI 

 
In Gujo Hachinman, a city located at Gifu prefecture, has an existence of various water usage facilities. 

Although the same types of water usage facilities exist, management form is found difference. To pre-
serve water usage facilities, grasping the actual condition of management is essential. In this research, 
survey focusing on the actual management of common water usage facilities is conducted in central city 
of Gujo Hachiman. The results clarify that diversity of management form exists; subjectively, residents 
have flexible decision on management form according to the problems and current situation of their dis-
tricts. 
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